
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に規定する

指定障害福祉サービス事業者に対する行政処分について

平成２９年 ４ 月２０日

旭川市福祉保険部指導監査課

１ 趣旨

指定障害福祉サービス事業者である株式会社カムイの森に対し，障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号。以下「障害者総合支援法」という。）第５

０条第１項の規定に基づく行政処分を平成２９年４月２０日に行いました。

２ 対象事業者等

(１) 事業者

法 人 名： 株式会社カムイの森

代 表 者 名： 代表取締役 若井 浩士

所 在 地： 旭川市１条通１１丁目２０７６番地の１ エステートビル３階

(２) 事業所

事 業 所 名： 障がい福祉サービス事業所 カムイの森

所 在 地： 旭川市１条通１１丁目２０７６番地の１ エステートビル３階

サービス種類： 就労移行支援

指定年月日： 平成２６年１１月１日

３ 処分内容

・指定障害福祉サービス事業者の指定を取り消す。

サービス種類： 就労移行支援

根 拠 法 令： 障害者総合支援法第５０条第１項第５号，第８号及び第１０号

指定取消年月日： 平成２９年４月２０日

４ 処分の原因となる事実

（１）不正の手段による指定

平成２６年１０月１６日付けで提出された指定申請書において，従業者として勤務する予定のな

い者を従業者として記載し，基準を満たすかのような虚偽の申請を行い，指定後においても当該従

業者を雇用しているとした雇用証明書を提出し，不正の手段により指定を受けた。

（２）不正請求

平成２６年１１月から平成２７年４月までの間，人員基準を満たしていないにもかかわらず，平

成２６年１２月から平成２７年５月サービス提供月まで人員欠如減算を行わず，不正に訓練等給付

費を請求した。

（３）著しく不当な行為

平成２８年２月に実施された実地指導において，基準条例の規定に基づく就労移行支援計画の作

成が適切に行われていないとして，改善指導及び個別支援計画未作成等減算を指導されていたにも

かかわらず，それ以降も利用者全員について就労移行支援計画の作成に係る一連の業務を適切に行

っていないのに，重大な過失により，平成２８年１月から同年１０月サービス提供月に係る訓練等

給付費について，個別支援計画未作成等減算を行わず訓練等給付費を請求したという，著しく不当

な行為をした。


